
1

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　

間
狂
言
は
、
能
の
中
で
狂
言
が
演
じ
る
部
分
で
あ
り
、
そ
の
台
詞
を
集
め
た
も
の
が
間
狂
言
台
本
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
間
狂
言
台

本
は
そ
の
存
在
は
多
く
知
ら
れ
る
も
の
の
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
料
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
そ
の
全
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、肥
前
島
原
松
平
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
間
狂
言
台
本
を
紹
介
し
た
い
。
同
文
庫
に
は
一
冊
本
と
四
冊
本
の
二
種
が
あ
り
、

後
に
詳
細
を
記
す
が
、
本
稿
で
は
特
に
一
冊
本
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
特
色
、
と
り
わ
け
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
『
大

蔵
流
惣
間
語
』
と
の
関
係
に
着
目
し
た
い
。
大
蔵
流
の
主
な
間
狂
言
台
本
に
つ
い
て
は
、
能
楽
資
料
集
成
『
貞
享
年
間
大
蔵
流
間
狂
言
二

種
（
続
）
』
の
田
口
和
夫
氏
の
解
題

）
1
（

に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
台
本
の
中
で
、
こ
の
台
本
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け

ら
れ
る
の
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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間
狂
言
（
以
下
、
「
ア
イ
」
と
略
称
）
に
は
、
曲
に
よ
っ
て
様
々
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
山
本
東
次
郎
氏
の
『
間
狂
言
の
研
究

）
2
（

』

の
分
類
に
従
え
ば
、
大
き
く
会
釈
間
（
ア
シ
ラ
イ
ア
イ
）
と
語
間
（
語
り
ア
イ
）
と
に
分
け
ら
れ
る
。
ア
シ
ラ
イ
ア
イ
は
、
シ
テ
や
ワ
キ

と
の
交
渉
を
持
つ
ア
イ
で
、
曲
の
全
般
に
渡
り
登
場
し
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
も
あ
る
。
最
も
多
い
の
は
、
語
り
ア
イ
の
中
で
も
、

複
式
能
の
前
場
と
後
場
の
間
、
間
之
段
に
お
い
て
、
多
く
は
ワ
キ
の
要
請
に
従
い
、
座
っ
て
物
語
を
語
る
も
の
、
居
語
り
で
あ
る
。
立
っ

た
ま
ま
し
ゃ
べ
る
も
の
を
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
劇
的
な
演
技
を
見
せ
る
劇
ア
イ
な
ど
も
あ
る
。
間
狂
言
の
役
割
に
よ
り
、
詞

章
の
長
短
に
も
大
き
な
差
が
あ
る
。
世
阿
弥
自
筆
本
に
も
「
ヲ
カ
シ
」
と
し
て
ア
イ
の
台
詞
が
記
さ
れ
て
い
る
曲
も
あ
る
が
、
現
在
の
語

り
の
よ
う
な
長
大
な
も
の
で
は
な
く
、
ご
く
短
い
シ
ャ
ベ
リ
の
詞
章
で
あ
る
。
室
町
末
期
以
降
に
語
り
が
長
大
化
し
居
語
り
が
成
立
し
て

い
く
こ
と
が
、
表
章
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
3
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。

　

世
阿
弥
自
筆
本
を
は
じ
め
、室
町
時
代
の
写
本
も
多
く
残
る
能
と
は
異
な
り
、狂
言
に
は
古
い
台
本
が
存
在
し
な
い
。
も
と
も
と
即
興
的
、

流
動
的
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
江
戸
初
期
に
台
本
が
書
き
留
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
間
狂
言
も
ま
た
同
様
で
あ
り
、
大
蔵

流
で
は
江
戸
初
期
に
大
蔵
虎
明
が
記
し
た
『
間
之
本
』
（
以
下
、
虎
明
本
）
が
最
も
古
い
。

　
　
　
　
　
一
　
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
の
間
狂
言
台
本

　

ま
ず
本
稿
で
扱
う
肥
前
島
原
松
平
文
庫
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
氏
・
今
井
源
衛
氏
・
島
津
忠
夫
氏
「
肥
前
島
原 

松
平
文
庫
」
、
同
「
肥

前
島
原 

松
平
文
庫
（
二

）
4
（

）
」
に
お
い
て
、
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
蔵
書
は
島
原
藩
の
旧
蔵
書
で
、
松
平
氏
初
代
藩
主
に
あ
た
る
松

平
忠
房
（
一
六
二
三
―
一
七
〇
〇
）
の
集
め
た
も
の
や
忠
房
が
父
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
が
中
心
を
な
す
。
そ
の
他
、
後
の
藩
主
が
集
め

た
も
の
や
藩
校
の
本
、
臣
下
の
本
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
間
狂
言
台
本
は
、
忠
房
以
後
の
時
代
に
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
二
種
類
の
間
狂
言
台
本
に
つ
い
て
書
誌
を
述
べ
る
。
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『
間
狂
言
』
一
冊
（
一
九
九
│
一
〇
）

横
本
。
四
つ
目
袋
綴
。
縦
十
三
・
四
㎝
×
横
十
九
・
九
㎝
。
紙
数
・
六
十
六
丁
。
半
葉
行
数
・
十
六
行
。
題
簽
「
間
狂
言
」
。
所
収
曲
数
・

五
十
八
番
。

奥
書
「
文
政
七
年
秋

　
　
　
　
　

喜
多
尾 

久
右
衛
門
ゟ
借
写
」

『
間
狂
言
』
四
冊
（
九
七
―
四
）

横
本
。
四
つ
目
袋
綴
。
第
一
冊
、
第
二
冊
、
第
四
冊
は
縦
一
三
・
四
㎝
×
横
二
〇
・
二
㎝
。
第
三
冊
の
み
縦
一
三
・
四
㎝
×
横
一
九
・
四
㎝
。

紙
数
・
第
一
冊
八
十
二
丁
、
第
二
冊
六
十
九
丁
、
第
三
冊
五
十
八
丁
、
第
四
冊
四
十
六
丁
。
半
葉
行
数
・
十
二
行
。

外
題
・
内
題
な
し
。
所
収
曲
数
・
百
六
番
（
第
一
冊
三
十
三
番
、
第
二
冊
三
十
七
番
、
第
三
冊
二
十
一
番
、
第
四
冊
十
五
番
）

　

以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
便
宜
上
、
一
冊
本
を
松
平
文
庫
本
甲
本
、
四
冊
本
を
松
平
文
庫
本
乙
本
と
称
し
て
区
別
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

ど
ち
ら
も
複
数
の
筆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
甲
本
は
全
体
的
に
文
字
が
乱
雑
な
印
象
が
あ
り
、
誤
字
も
多
い
。
例
え
ば
、
ア
イ
に
多
く

見
ら
れ
る
台
詞
で
、
ワ
キ
な
ど
に
対
す
る
「
畏
て
候
」
と
い
う
返
答
が
あ
る
が
、
「
畏
」
の
字
を
明
ら
か
に
「
農
」
と
書
い
て
い
る
人
物
が

い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
変
初
歩
的
な
誤
り
も
多
く
、
内
容
を
理
解
し
な
い
で
書
写
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
甲
本
は
前
掲
「
肥
前
島

原　

松
平
文
庫
（
二
）
」
の
「
補
記
」
で
、「
前
稿
執
筆
後
、
更
に
島
原
公
民
館
か
ら
、
松
平
文
庫
に
属
す
る
書
物
が
、
幾
天
か
発
見
さ
れ
た
」

と
さ
れ
る
う
ち
の
一
点
で
あ
る
。
「
そ
の
多
く
は
特
に
虫
損
が
ひ
ど
く
、
繙
読
に
た
え
が
た
い
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
甲
本
も
、
虫
損
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に
よ
り
読
め
な
い
箇
所
が
少
な
く
な
い
。

　

乙
本
は
曲
ご
と
に
改
丁
し
、
複
数
の
書
写
者
が
交
替
し
て
い
る
。
第
三
冊
の
み
曲
ご
と
の
改
丁
は
な
い
が
、
他
の
冊
と
同
様
、
丁
の
変

わ
り
目
で
書
写
者
が
交
替
し
て
い
る
よ
う
で
、
曲
の
途
中
で
筆
跡
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
第
三
冊
は
寸
法
の
み
な
ら
ず
、
書
写
形
式
に

も
他
の
冊
と
の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
複
数
の
人
物
で
分
担
し
て
書
写
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
四
冊
の
う
ち
第
三
冊
の
み
、
別

に
写
さ
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
乙
本
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

甲
本
の
所
収
曲
数
が
五
十
八
番
、
曲
籍
は
三
・
四
・
五
番
目
物
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
乙
本
は
百
六
番
（
重
複
あ
り
）
と
曲
数
が
多
く
、

曲
籍
も
全
て
を
網
羅
す
る
。
間
狂
言
台
本
と
し
て
、
現
存
の
形
で
は
乙
本
の
方
が
よ
り
完
備
し
て
い
る
の
だ
が
、
甲
本
と
乙
本
と
で
重
複

す
る
曲
の
中
で
、
乙
本
が
甲
本
に
よ
り
詞
章
を
訂
正
し
て
い
る
曲
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
乙
本
の
目
録
に
朱
で
印
が
付
け
ら

れ
て
い
る
曲
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
第
一
冊
の
〈
富
士
太
鼓
〉
〈
住
吉
詣
〉
〈
舎
利
〉
（
一
部
の
み
）
、
第
三
冊
の
〈
楊
貴
妃
〉
〈
善
知
鳥
〉
の

本
文
に
は
、
朱
筆
に
よ
り
、
甲
本
の
詞
章
へ
の
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
重
複
曲
は
二
十
九
曲
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
数
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
島
原
藩
に
お
い
て
甲
本
の
本
文
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ

れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
二
　『
大
蔵
流
惣
間
語
』
と
の
関
係

　

そ
れ
で
は
松
平
文
庫
本
甲
本
と
、
先
に
も
述
べ
た
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
蔵
『
大
蔵
流
惣
間
語
』
（
以
下
、
惣
間
語
）
と
の
関
係
に
つ

い
て
見
て
い
き
た
い
。
惣
間
語
に
つ
い
て
は
拙
稿

）
5
（

で
も
述
べ
た
が
、
横
本
一
冊
、
四
百
四
十
四
丁
、
重
複
を
含
む
二
百
四
十
九
曲
を
所
収

す
る
間
狂
言
台
本
で
あ
る
。

　

大
蔵
流
の
間
狂
言
台
本
と
し
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
大
蔵
虎
明
に
よ
る
虎
明
本
が
最
も
古
く
、
弟
子
家
の
本
と
し
て
筑
波
大
学
図
書
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館
蔵
西
村
本
『
間
之
本

）
6
（

』
、能
楽
研
究
所
蔵
『
貞
享
松
井
本
』『
貞
享
鞍
貫
本

）
7
（

』
が
あ
る
。
田
口
和
夫
氏
『
貞
享
年
間
大
蔵
流
間
狂
言
本
二
種
』

解
説
に
お
い
て
、
「
西
村
本
・
松
井
本
・
鞍
貫
本
等
の
弟
子
家
の
本
よ
り
、
虎
明
改
訂
の
本
に
近
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

本
が
す
く
な
い
だ
け
に
貴
重
と
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。
な
お
『
貞
享
鞍
貫
本
』
は
稀
曲
を
中
心
に
集
め
ら
れ
た
台
本
で
あ
る
。

　

ま
た
長
田
あ
か
ね
氏
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
『
大
蔵
流
間
之
本
』
（
以
下
、
間
之
本
）
と
惣
間
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
る

）
8
（

。
拙
稿
で
も
述
べ
た
が
、
簡
単
に
両
書
の
関
係
を
確
認
し
て
お
く
。
惣
間
語
に
は
各
曲
に
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下

そ
の
番
号
と
曲
名
と
を
合
わ
せ
て
示
す
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
惣
間
語
の
前
半
部
分
は
「
一　

高
砂
」
か
ら
「
二
十
三　

養
老
薬
水
」
が
龍

大
本
第
一
巻
、
「
三
十　

東
北
」
か
ら
「
五
十
八　

葛
城
」
が
龍
大
本
第
四
巻
、
「
八
十
四　

籠
祇
王
」
か
ら
「
百
十
七　

咸
陽
宮
」
が
第

八
巻
、「
百
十
八　

小
塩
」
か
ら
「
百
四
十
二　

豊
干
」
が
第
六
巻
と
一
致
す
る
。
両
書
の
対
応
に
つ
い
て
は
表
1
に
示
し
た
。
途
中
、「
二
十
四

　

紅
葉
狩
」
か
ら
「
二
十
九　

第
六
天
」
、
「
五
十
九　

春
日
龍
神
」
か
ら
「
八
十
三　

昭
君
」
は
該
当
せ
ず
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
本
文
系

統
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
後
半
部
分
に
つ
い
て
は
龍
大
本
と
一
致
せ
ず
、
他
の
台
本
に
拠
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
、
惣
間
語
の
後
半
の
最
初
に
当
た
る
「
百
四
十
三　

楊
貴
妃
」
か
ら
「
百
八
十
五　

禅
師
曽
我
」
ま
で
が
、
先
に
紹
介
し
た
松
平

文
庫
本
甲
本
と
曲
順
が
一
致
し
、
同
じ
系
統
の
本
文
を
持
つ
こ
と
が
判
明
し
た
。
曲
順
に
つ
い
て
は
次
章
で
論
ず
る
こ
と
と
し
、
本
章
で

は
両
者
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①
両
者
の
本
文
の
近
さ

　

惣
間
語
で
は
前
半
に
あ
る
曲
は
省
か
れ
て
い
る
た
め
、松
平
文
庫
本
甲
本
の
五
十
六
曲
中
三
十
九
曲
が
、惣
間
語
と
重
な
る
本
文
を
持
つ
。

ま
ず
、
〈
小
原
御
幸
〉
を
例
に
、
そ
の
本
文
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
〈
小
原
御
幸
〉
（
〈
大
原
御
幸
〉
と
も
）
で
は
、
前
場
で
ワ
キ
（
万
里

小
路
中
納
言
）
の
従
者
と
し
て
出
、
後
白
河
法
皇
の
大
原
へ
の
御
幸
を
触
れ
る
役
割
を
務
め
る
。
次
に
、
松
平
文
庫
本
甲
本
（
13
）
、
惣
間
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語
（
百
五
十
五
）
、
松
井
本
、
西
村
本
の
順
に
示
す
。
（
松
平
文
庫
本
甲
本
、
惣
間
語
の
引
用
に
際
し
て
は
、
私
に
句
読
点
を
付
す
。
以
下

同
じ
。
ま
た
、
松
平
文
庫
本
甲
本
で
欠
損
に
よ
り
解
読
で
き
な
い
部
分
は
〔　

〕
で
示
す
。
）

　

松
平
文
庫
本
甲
本

　
　

小
原
御
幸　
〔　
　

〕

　
ワ
キ
鳥
羽
院
臣
下
同
道
シ
テ
出
太
鼓
座
居
ル
。
名
乗
過
て
呼
出
ス
。

御
前
に
候
。
小
原
へ
御
幸
被
成
候
間
、
道
作
其
清
め
仕
れ
ト
申
候
へ
。

農
（
畏
）

て
候
。

　

皆
々
承
候
へ
。
小
原
へ
御
幸
被
成
へ
き
と
の
御
事
に
て
候
そ
。
皆
々
罷
出
て
道
を
作
り
其
清
め
を
仕
れ
と
の
御
事
候
そ
。
其
分
心

得
候
へ
〳
〵

　

惣
間
語

　
　

小
原
御
幸　
ワ
キ
鳥
羽
院
臣
下
同
道
シ
テ
出
太
コ
サ
居
ル
。
名
乗
過
て
ヨ
ヒ
イ
ダ
ス
。

御
前
に
候
。　
小
原
へ
御
幸
被
成
候
間
道
作
其
清
メ
仕
レ
ト
申
候
へ
。　

畏
て
候
。
み
な
〳
〵
承
候
へ
。小
原
へ
御
幸
被
成
へ
き
と
の
御
事
に
て
候
そ
。

皆
々
罷
出
て
道
を
作
り
、
其
清
め
を
仕
れ
と
の
御
事
候
そ
。
其
分
心
得
候
へ
〳
〵

　

貞
享
松
井
本

　
　

小
原
御
幸　

出
立
右
同
前
（
筆
者
注
・
狂
言
袴
）

　

御
前
に
候　

シ
カ
〳
　〵

畏
て
候
。
皆
々
う
け
た
ま
わ
り
候
へ
。
小
原
ゑ
御
出
被
レ

成
候
間
、
罷
出
道
を
も
作
り
。
其
き
よ
め
を
仕
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り
候
へ
と
の
御
事
也
。
各
其
分
心
得
候
へ
〳
　〵

シ
カ
〳
〵

　

西
村
本

　
　

小
原
御
幸　

三
拾

　

御
前
に
候
。
畏
て
候
。
皆
々
承
候
へ
、
小
原
へ
御
幸
被
成
候
間
、
皆
々
罷
出
道
を
も
作
り
、
そ
の
き
よ
め
を
仕
り
候
へ
と
の
御
事
也
、

そ
の
ふ
ん
意
得
候
へ
〳
〵
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
内
容
は
台
本
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
台
詞
や
漢
字
と
仮
名
の
違
い
な
ど
表
記
の
方
法
は
台
本
に
よ
り

異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
中
で
松
平
文
庫
本
甲
本
と
惣
間
語
の
異
同
は
文
字
遣
い
の
違
い
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
両
書
の
本
文

の
近
さ
は
、
そ
の
形
式
に
も
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
曲
名
を
記
し
た
後
に
、
ア
イ
が
出
る
ま
で
の
過
程
が
簡
略
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
あ
り
、

こ
こ
で
は
「
ワ
キ
鳥
羽
院
臣
下
…
」
以
下
が
こ
れ
に
当
た
る
。
な
お
、
惣
間
語
で
龍
大
本
と
同
文
を
持
つ
部
分
に
は
、
松
井
本
同
様
、
最

初
に
装
束
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。

②
両
書
の
異
同

　

こ
の
〈
小
原
御
幸
〉
の
例
の
よ
う
に
、
松
平
文
庫
本
甲
本
と
惣
間
語
の
詞
章
に
は
ほ
と
ん
ど
異
同
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
は
全
く
同

文
と
言
え
る
曲
は
三
十
九
曲
中
十
四
曲
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
多
く
は
台
詞
の
一
部
の
表
現
の
違
い
に
す
ぎ
な
い
で
あ
る
が
、
大
き
く
異
な

る
詞
章
を
持
つ
曲
も
あ
る
。

　

大
き
な
違
い
を
持
つ
曲
は
、
詞
章
の
省
略
が
見
ら
れ
る
も
の
、
詞
章
に
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
一
つ
目
の
詞
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章
の
省
略
は
「
2　

松
風
」
「
3　

善
知
鳥
」
「
35　

唐
船
」
「
48　

三
井
寺
」
「
50　

安
宅
」
に
見
ら
れ
る
。
「
2　

松
風
」
「
3　

善
知
鳥
」

に
つ
い
て
は
、
ワ
キ
と
の
問
答
の
み
を
記
し
、
続
く
語
り
の
台
詞
は
な
い
。
「
35　

唐
船
」
は
前
半
部
の
箱
崎
の
下
人
の
ア
シ
ラ
イ
ア
イ
の

み
が
記
さ
れ
、
間
之
段
の
唐
船
の
船
頭
の
子
方
と
の
応
対
の
台
詞
は
記
さ
れ
な
い
。
「
50　

安
宅
」
も
始
め
に
出
る
富
樫
の
従
者
で
あ
る
太

刀
持
の
台
詞
は
あ
る
が
、
後
に
出
る
弁
慶
の
強
力
の
台
詞
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
48　

三
井
寺
」
も
ア
イ
が
二
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ

前
場
で
清
水
寺
門
前
の
者
、
後
場
で
三
井
寺
の
能
力
が
出
る
。
や
は
り
清
水
寺
門
前
の
者
の
部
分
だ
け
を
記
し
て
い
る
が
、「
48　

三
井
寺
」

の
み
目
録
に
「
後
間
ハ
別
本
ニ
有
」と
記
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。能
力
の
ア
イ
は
別
に
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
別

本
」
が
対
と
な
る
冊
を
指
す
の
か
、
全
く
別
の
台
本
を
指
す
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
〈
三
井
寺
〉
に
お
い
て
、
能
力
の
役
は
き
わ
め
て
重

要
で
あ
り
、
こ
れ
を
欠
く
と
い
う
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
〈
唐
船
〉
と
〈
安
宅
〉
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
目
録
で
は
〈
三

井
寺
〉
に
の
み
こ
の
注
記
が
あ
る
の
で
、
他
の
曲
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
ア
イ
の
一
部
の
み
を

分
割
し
て
記
載
す
る
台
本
は
、
今
の
と
こ
ろ
他
に
類
を
見
な
い
。
な
お
、
惣
間
語
と
別
の
本
文
を
持
つ
曲
に
つ
い
て
も
、〈
烏
帽
子
折
〉
〈
輪

蔵
〉
の
二
曲
は
後
半
を
省
略
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
文
字
遣
い
以
外
の
詞
章
の
異
同
が
見
ら
れ
る
曲
は
、
表
2
の
「
本
文
異
同
」
の
欄
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
特
に
異
同
が
多
く

見
ら
れ
る
の
は
〈
船
弁
慶
〉
〈
山
姥
〉
〈
黒
塚
〉
（
惣
間
語
で
は
〈
安
達
原
〉
）
な
ど
で
あ
る
。
〈
山
姥
〉
は
、
山
姥
の
曲
舞
で
有
名
に
な
り

百
万
山
姥
と
呼
ば
れ
る
遊
女
（
ツ
レ
）
が
男
達
（
ワ
キ
・
ワ
キ
ヅ
レ
）
を
連
れ
て
善
光
寺
に
参
る
。
そ
の
案
内
を
す
る
堺
川
の
里
人
が
ア

イ
の
役
で
あ
る
。
そ
の
道
中
、
日
中
に
も
関
わ
ら
ず
突
然
暗
く
な
り
、
宿
を
探
し
て
い
る
と
、
一
人
の
女
性
（
前
シ
テ
）
が
現
れ
、
山
姥

の
曲
舞
の
一
節
が
聞
き
た
い
と
言
っ
て
姿
を
消
す
。
そ
の
中
入
り
後
の
ワ
キ
と
ア
イ
の
問
答
の
一
部
を
示
す
。
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
異

同
箇
所
で
あ
る
。
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松
平
文
庫
本
甲
本

ワ
キ
シ
カ
〳
〵
如
常
。
是
ハ
思
も
寄
ら
ぬ
事
御
尋
候
物
哉
ト
常
之
通
り
云
テ
、

先
山
姥
に
ハ
、
団
栗
か
成
と
申
候
。
い
わ
れ
社
候
え
。
先
山
の
峯
に
団
栗
の
木
か
有
て
、
夫
か
谷
へ
こ
ろ
り
〳
〵
と
こ
ろ
び
落
、
其

内
に
ち
り
芥
か
取
付
、
胴
体
か
出
来
、
手
足
か
出
来
、
則
団
栗
か
目
と
成
て
、
是
か
山
姥
に
成
と
申
候
。
否
左
様
の
仰
ら
れ
そ
。
惣

じ
て
人
間
の
目
の
大
き
成
を
団
栗
目
と
申
も
、
是
よ
り
初
り
た
る
と
申
候
が
、
何
れ
団
栗
の
分
に
て
ハ
成
間
敷
候
。
又
申
に
ハ
、
山

姥
に
ハ
、
野
老
か
成
と
申
候
。
惣
じ
て
明
ケ
暮
雨
か
降
候
え
は
、
山
か
く
づ
る
ゝ
事
の
候
。
其
時
彼
野
老
が
顕
れ
て
、
夫
か
雨
露
に

う
た
れ
、
次
第
に
胴
体
が
出
来
、
目
鼻
口
耳
手
足
か
付
、
野
老
に
ハ
髭
と
申
物
の
候
が
、
髭
か
白
鬚
と
成
て
、
是
か
山
姥
に
成
と
申
候
。

慥
に
成
と
申
が
、
其
様
に
被
仰
せ
る
れ
ハ
、
是
非
も
無
候
。
誠
ニ
思
ひ
出
し
て
候
。
山
姥
に
ハ
、
山
中
の
惣
構
に
建
た
る
木
戸
が
成

と
申
候
。
其
子
細
ハ
、
先
一
旦
門
を
建
事
ハ
立
た
れ
共
、
重
て
修
履
を
も
致
さ
ね
ハ
、
戸
ひ
ら
か
ぶ
き
も
く
さ
り
落
、
柱
斗
か
残
て
、

其
程
に
蔦
葛
か
ま
と
ひ
付
、次
第
に
大
キ
成
て
、手
足
か
付
、
お
そ
ろ
し
く
性
根
が
入
、山
姥
に
成
と
被
申
候
。
否
々
左
様
に
な
被
仰
そ
。

山
姥
を
山
に
住
木
戸
と
申
候
。
木
戸
、
鬼
女
。
誠
に
我
等
の
申
ハ
筋
無
事
に
て
、
都
の
御
方
に
参
逢
、
本
説
を
承
満
足
仕
候
。
扨
あ

れ
に
御
座
候
御
方
の
御
名
を
ハ
何
と
申
候
。
我
等
の
こ
さ
か
し
き
申
事
に
て
候
へ
共
、
最
前
の
女
の
詞
の
末
ニ
、
山
婆
の
一
ふ
し
御

諷
有
な
ら
ハ
、
誠
の
姿
顕
し
う
つ
り
舞
を
ま
お
ふ
と
御
承
候
間
、
彼
一
ふ
し
を
御
諷
候
へ
て
、
山
姥
の
ま
こ
と
の
姿
を
御
ら
ん
あ
れ

か
し
と
存
候
。
畏
て
候
。

　

惣
間
語

如
常　

先
山
姥
に
は
、
団
栗
か
成
と
申
候
。
い
わ
れ
社
候
へ
。
先
山
の
峯
に
団
栗
の
木
か
有
に
、
夫
か
谷
へ
こ
ろ
り
〳
〵
と
転
ひ
落
、

其
内
に
塵
芥
か
取
付
、
胴
体
か
出
来
、
手
足
耳
鼻
出
来
、
則
団
栗
か
目
と
成
て
、
こ
れ
か
山
姥
に
成
と
申
候
。
実
々
団
栗
の
分
に
て
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ハ
成
間
敷
候
。
又
申
に
ハ
、
山
姥
に
は
、
野
老
か
成
と
申
候
。
惣
て
明
暮
雨
か
降
入
ハ
、
山
か
崩
る
ゝ
事
の
候
。
其
時
彼
野
老
か
顕

れ
て
、
夫
か
雨
露
に
う
た
れ
、
次
第
に
胴
体
耳
鼻
手
足
付
、
野
老
に
は
髭
と
申
物
の
候
。
此
髭
か
白
髪
と
成
て
、
こ
れ
か
山
姥
に
成

と
申
候
。
其
様
に
被
仰
る
れ
ハ
、
是
非
も
な
く
候
。
誠
に
思
ひ
出
し
て
候
。
山
中
の
惣
構
に
建
た
る
木
戸
が
成
と
申
。
其
子
細
は
、

先
一
旦
門
を
建
事
ハ
立
た
れ
共
、
重
て
修
履
を
も
致
さ
ね
ハ
、
戸
開
か
ふ
き
も
く
さ
り
落
、
柱
斗
か
残
て
、
其
程
に
蔦
葛
か
ま
と
ひ
付
、

次
第
に
耳
鼻
手
足
か
付
、恐
ろ
し
く
性
根
が
入
、山
姥
に
成
と
被
申
候
。
否
々
左
様
に
ハ
被
仰
そ
。
山
姥
ハ
山
に
住
木
戸
と
申
候
。
木
戸
、

鬼
女
。
誠
に
我
等
の
申
ハ
筋
無
事
に
て
候
。
都
の
御
方
に
参
逢
、本
説
を
承
満
足
仕
候
。
扨
あ
れ
に
御
座
候
御
方
の
名
を
は
何
と
申
候
。

我
等
の
こ
さ
か
し
き
申
事
に
て
候
へ
共
、
最
前
の
女
の
詞
の
末
、
山
婆
の
一
ふ
し
御
諷
有
な
ら
ハ
、
誠
の
姿
顕
し
舞
を
舞
ふ
や
覧
承
候
。

彼
一
ふ
し
を
御
諷
候
て
、
誠
の
姿
を
御
覧
有
か
し
と
存
候
。
畏
て
候
。

　

惣
間
語
よ
り
、
松
平
文
庫
本
甲
本
の
方
が
や
や
長
く
な
る
。
例
え
ば
引
用
箇
所
冒
頭
は
、
惣
間
語
で
は
「
如
常
」
と
の
み
あ
る
が
、
松

平
文
庫
本
甲
本
で
は
そ
の
内
容
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
団
栗
が
山
姥
に
な
っ
た
と
の
説
の
中
で
、
人
間
の
目
の
大
き
い
こ
と
を
団

栗
目
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
一
節
が
入
る
の
も
惣
間
語
に
比
べ
て
長
く
な
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
な
お
こ
の
文
言
は
西
村
本

に
も
見
え
る
。
ま
た
こ
こ
に
は
引
用
し
て
い
な
い
が
、
〈
山
姥
〉
の
前
半
で
善
光
寺
へ
の
道
案
内
を
す
る
場
面
で
「
上
道
下
道
あ
げ
ろ
越
と

申
ス
中
に
も
」
（
松
平
文
庫
本
甲
本
）
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、「
下
道
あ
げ
路
越
と
申
ス
中
に
も
」
（
惣
間
語
）
と
あ
り
、
惣
間
語
で
は
「
上
道
」

が
な
い
。
こ
こ
は
直
前
に
「
是
よ
り
善
光
寺
の
道
、
三
筋
御
座
候
」
と
あ
る
か
ら
、
上
道
、
下
道
、
上
路
越
の
三
筋
で
あ
る
べ
き
で
、
惣

間
語
の
誤
脱
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
松
平
文
庫
本
甲
本
に
よ
っ
て
惣
間
語
の
詞
章
を
補
う
こ
と
の
で
き
る
箇
所
は
、
他
の
曲
の
中

に
も
少
な
い
な
が
ら
も
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
大
き
く
内
容
に
関
わ
る
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。
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③
虎
明
本
と
の
関
係

　

前
掲
田
口
氏
の
論
に
述
べ
ら
れ
た
虎
明
本

）
9
（

と
の
近
さ
は
、
氏
は
論
中
、
龍
大
本
と
重
な
る
前
半
部
分
を
例
に
挙
げ
て
論
じ
て
い
る
。
そ

こ
で
今
回
明
ら
か
と
な
っ
た
、
松
平
文
庫
本
甲
本
と
の
重
な
り
部
分
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
か
ど
う
か
、
検
討
し
た
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
松
平
文
庫
本
甲
本
五
十
六
曲
中
、
虎
明
本
と
重
な
る
の
は
「
45　

舎
利
」
一
曲
の
み
で
あ
る
。
〈
舎
利
〉
は
、
惣
間
語
で
は

百
九
・
百
十
番
に
当
た
り
、
龍
大
本
と
重
な
る
前
半
部
分
に
属
す
る
の
で
、
松
平
文
庫
本
甲
本
と
は
異
文
を
持
つ
。
以
下
に
、
舎
利
に
つ
い

て
ア
イ
が
語
る
部
分
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
虎
明
本
の
詞
章
本
文
と
重
な
る
部
分
に
傍
線
、
虎
明
本
の
注
と
重
な
る
部
分
に
は
二
重
傍
線

を
付
し
た
。
虫
損
に
よ
り
解
読
で
き
な
い
部
分
は
〔　

〕
で
示
し
、
惣
間
語
や
虎
明
本
に
よ
り
推
測
で
き
る
箇
所
は
補
っ
た
。
松
平
文
庫

本
甲
本
に
は
誤
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
多
い
た
め
、
不
明
な
文
字
は
□
で
示
し
た
。

　

松
平
文
庫
本
甲
本

扨
只
今
の
御
物
語
に
て
思
ひ
出
し
た
る
事
〔
の
候
〕
。
昔
も
去
事
の
候
。
語
て
聞
セ
申
〔　

〕
る
に
て
候
。
惣
じ
て
当
寺
の
御
舎
利
の

有
難
き
子
細
と
申
ハ
、
釈
尊
御
入
滅
の
刻
き
ん
く
わ
ん
未
と
ぢ
さ
る
に
足
疾
鬼
と
云
鬼
神
、
双
林
の
元
に
近
付
御
□
を
壱
つ
引
か
い

〔　

〕
取
事
、
仏
つ
弟
子
達
驚
き
止
人
し
給
ふ
所
に
片
付
の
間
に
四
萬
由
し
ゆ
ん
を
飛
越
、
須
弥
の
事
四
王
天
へ
逃
上
ル
を
韋
駄
天
追

詰
む
は
い
取
、
其
後
か
ん
ど
の
道
仙
律
師
に
あ
た
へ
ら
れ
し
よ
り
、
此
方
そ
う
ゼ
う
し
て
我
朝
へ
渡
セ
し
を
、
嵯
峨
の
天
皇
の
御
宇

の
初
て
此
寺
に
安
室
仕
む
ふ
世
尊
滅
跡
ゟ
今
に
至
る
ま
て
仏
肉
□
止
つ
て
広
く
天
下
に
流
布
す
る
事
あ
ま
ね
し
た
〔　
　

〕
今
の
世

に
当
守
社
仏
社
に
て
御
座
有
と
申
候
。
某
の
存
る
ハ
古
の
疾
鬼
か
執
心
、
仁
間
に
化
、
仏
前
に
近
付
、
御
舎
利
を
取
て
失
た
る
と
存
候
。

扨
是
ハ
何
と
被
仰
候
。
某
が
分
別
に
ハ
あ
た
ハ
ず
候
間
、
お
僧
も
あ
と
御
思
案
〔　

〕
給
ハ
り
候
へ
。
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虎
明
本

〔
本
文
〕

偖
テ
唯
今
ノ
御
物
語
ニ
テ
思
ヒ
出
シ
タ
ル
事
ノ
候
。
昔
モ
去
ル
事
ノ
候
。
惣
シ
テ
当
寺
ノ
御
舎
利
ノ
有
難
キ
子
細
ヲ
如
何
ニ
ト
尋
ヌ

ル
ニ
、
忝
ク
モ
釈
迦
如
来
御
入
滅
ノ
御
時
、
足
疾
鬼
ト
申
鬼
ガ
、
釈
迦
如
来
ノ
向
フ
歯
ヲ
取
テ
、
虚
空
ニ
失
申
候
。
韋
駄
天
ト
申

テ
、
早
キ
御
仏
ノ
候
テ
、
其
鬼
ヲ
追
詰
、
取
リ
御
帰
シ
有
テ
、
帝
釈
ヘ
御
渡
シ
被
レ
成
候
ヲ
、
後
ニ
帝
釈
従
リ
、
終
南
山
ニ
道
宣
律

師
ト
申
テ
貴
キ
御
方
ノ
御
座
候
ニ
、
與
ヘ
給
ヒ
タ
ル
御
舎
利
成
ル
ニ
依
テ
、
唐
土
天
竺
我
朝
三
国
ニ
隠
レ
無
キ
御
事
也
。
扨
又
韋
駄

天
ト
申
御
仏
ヲ
如
何
ニ
ト
尋
レ
ハ
、
是
ハ
毘
沙
門
の
御
弟
ニ
テ
御
座
ス
。
其
韋
駄
天
ノ
早
キ
御
事
ハ
、
ツ
マ
ハ
ヂ
キ
ヲ
ス
ル
間
ニ
モ
、

三
千
大
千
世
界
ヲ
、
流
通
ニ
カ
ケ
リ
給
フ
御
事
成
ル
ニ
依
テ
、
疾
鬼
ヲ
追
詰
メ
、
色
々
ノ
子
細
有
テ
、
当
寺
ヘ
渡
リ
、
今
ニ
於
テ
当

寺
ニ
御
座
有
リ
、
隠
レ
ナ
キ
仏
舎
利
ノ
事
ニ
テ
候
。
左
有
ル
ニ
依
テ
、
今
ノ
世
ニ
ハ
、
当
寺
コ
ソ
、
仏
在
世
ニ
テ
御
座
有
ル
ト
申
ハ
、

此
子
細
ニ
テ
御
座
候
ガ
、
扨
ハ
某
ノ
推
量
ニ
ハ
、
又
古
ヘ
ノ
足
疾
鬼
ガ
執
心
人
間
ニ
化
ケ
仏
前
ニ
近
付
キ
、
御
舎
利
ヲ
取
テ
失
セ
タ

ル
ト
存
シ
候
。
扨
是
ハ
何
ト
シ
テ
ヨ
ウ
御
座
有
ラ
ウ
ズ
ル
ゾ
。
我
等
ハ
分
別
ニ
不
ス
レ
能
ハ
候
間
、
御
僧
モ
チ
ト
御
思
案
有
テ
給
ハ

リ
候
ヘ
カ
シ

〔
註
〕

金
棺
未
タル

レ

閉
時
、

捷
シ
ョ
ウ

疾
鬼
ト

云
鬼
神
、
潜
ニ

双
林
ノ

下
ニ

近
付
テ

、
御
牙
ヲ

一
ツ

引
鉂カ

イ

テ

取
、
仏
弟
子
驚
キ

留
メ
ン
ト

シ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
ニ

、

片
時
ガ

間
ニ

、
四
萬
由
旬
ヲ

飛
越
テ

須
弥
ノ

半
、
四
天
王
ヘ

逃ニ
ゲ

上
ル

。
韋
駄
天
追
政ツ

メ

奪
取
リ

、
其
後
、
漢
土
道
宣
律
師
ニ

被
レ

與
シ
ヨ
リ

以
来
、

相
承　
、
我
朝
ニ

渡
セ
シ
ヲ

、
嵯
峨
天
皇
ノ

御
宇
ニ

、
始
テ

此
寺
ニ

安
置
シ

、
大
聖
世
尊
滅
後
二
千
三
百
余
年
ノ

已
後
、
仏
肉
指
留
テ

、

広
ク

天
下
ニ

流
布
ス
ル

事
、

普
ア
マ
ネ

シ

（
中
略
）
又
ツ
マ
ハ
ジ
キ
ヲ

ス
ル
間
ニ

、
三
千
大
千
世
界
ヲ

カ
ケ
リ
給
フ

程
ハ
ヤ
キ
仏
ケ

ナ
リ
ト

云
、

是
ニ
参
学
ア
リ

（
後
略
）
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松
平
文
庫
本
甲
本
は
虎
明
本
の
本
文
と
註
か
ら
抜
粋
し
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
文
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
田
口

氏
の
指
摘
す
る
虎
明
本
と
の
近
さ
は
、
龍
大
本
と
重
な
る
前
半
部
分
の
み
な
ら
ず
、
松
平
文
庫
本
甲
本
と
の
重
な
る
部
分
に
つ
い
て
も
あ

て
は
ま
る
と
言
え
る
。
な
お
惣
間
語
は
「
毘
沙
門
の
御
弟
子
韋
駄
天
と
申
て
、
御
座
候
が
、
其
韋
駄
天
の
早
き
事
ハ
一
弾
指
の
間
に
も

三
千
大
千
世
界
を
流
通
に
か
け
り
給
ふ
程
早
き
御
仏
成
れ
ハ
」
「
大
唐
終
南
山
ニ
道
宣
律
師
と
て
貴
き
人
の
御
座
有
し
に
」
「
誠
ニ
唐
土
天

竺
我
朝
三
国
に
か
く
れ
な
き
仏
舎
利
な
り
」
な
ど
、
虎
明
本
の
表
現
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
独
自
の
表
現
を
用
い
た
詞
章
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
三
　
松
平
文
庫
本
甲
本
と
惣
間
語
の
曲
の
配
列

　

で
は
次
に
、
所
収
曲
と
曲
の
配
列
に
着
目
し
た
い
。
松
平
文
庫
本
と
惣
間
語
の
所
収
曲
の
対
応
に
つ
い
て
、
表
に
示
し
た
。
概
ね
一
致

が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
曲
の
出
入
り
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

　

ま
ず
一
点
目
は
、
惣
間
語
で
は
、
前
半
で
龍
大
本
系
統
の
台
本
に
含
ま
れ
た
曲
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
写
さ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
拙
稿
に
お
い
て
、
前
半
部
と
後
半
部
で
別
の
台
本
に
よ
っ
た
合
わ
せ
本
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
相
互
に
曲

が
重
複
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
後
半
部
を
書
写
す
る
際
に
、
既
に
前
半
部
で
写
し
た
曲
は
省
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
そ

の
よ
う
に
考
え
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
松
平
文
庫
本
の
曲
順
は
、
惣
間
語
が
拠
っ
た
台
本
の
本
来
の
曲
順
を
示
す
も
の
と
言

え
る
。

　

た
だ
し
、
二
点
目
と
し
て
は
、
曲
が
全
く
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
10　

俊
成
忠
度
」

「
11　

行
家
」
、
「
百
五
十
二　

水
無
瀬
」
「
百
五
十
三　

護
王
」
の
箇
所
で
あ
る
。
特
に
「
11　

行
家
」
は
、
目
録
で
「
六
代
」
を
消
し
て

加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
松
平
文
庫
本
甲
本
に
あ
り
、
惣
間
語
に
な
い
の
は
「
15　

経
政
」
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
惣
間
語

に
あ
り
松
平
文
庫
本
甲
本
に
な
い
の
は
、「
百
六
十
九　

関
原
与
一
」
「
百
七
十　

室
君
」
で
、「
31　

吉
野
静
」
の
後
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
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で
は
ど
ち
ら
が
よ
り
本
来
の
形
、
つ
ま
り
両
書
の
共
通
祖
本
に
近
い
配
列
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
部
分
は
、
曲
籍
は
三
番
目
物
、
四

番
目
物
、
五
番
目
物
、
四
・
五
番
目
物
が
並
ぶ
。
例
外
は
惣
間
語
に
な
い
「
俊
成
忠
度
」
「
行
家
」
「
経
政
」
で
あ
る
。
「
俊
成
忠
度
」
「
行
家
」

の
部
分
に
入
る
「
百
五
十
二　

水
無
瀬
」
「
百
五
十
三　

護
王
」
は
四
番
目
物
に
当
た
り
、
松
平
文
庫
本
に
な
い
「
百
六
十
九　

関
原
与
一
」

「
百
七
十　

室
君
」
も
四
番
目
物
に
当
た
る
か
ら
、
惣
間
語
の
曲
順
の
方
が
、
よ
り
本
来
の
形
に
近
い
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
た
だ

し
松
平
文
庫
本
甲
本
「
鳥
追
舟
」
「
俊
寛
」
は
目
録
に
の
み
あ
り
本
文
が
な
い
の
で
、
こ
れ
は
書
写
の
際
に
意
図
的
に
省
い
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
配
列
か
ら
考
え
る
と
、本
来
は
少
な
く
と
も
脇
能
、二
番
目
物
を
収
め
た
冊
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
「
俊
成
忠
度
」
「
行
家
」

「
経
政
」
は
そ
ち
ら
の
冊
に
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
ど
の
段
階
で
こ
の
松
平
文
庫
本
甲
本
の
よ
う
な
曲
順
に
差
し
替
え
ら
れ
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
松
平
文
庫
本
甲
本
の
系
統
で
は
、
こ
れ
ら
の
曲
の
差
し
替
え
や
削
除
が
行
わ
れ
た
の
か
。
こ
こ
で
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
曲

は
多
く
稀
曲
と
さ
れ
る
曲
で
あ
り
、
通
常
の
上
演
曲
に
は
含
ま
れ
な
い
。
た
だ
し
、
稀
曲
の
上
演
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
五
代
将
軍
・
徳
川

綱
吉
（
在
位
・
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
～
）
）
、
六
代
将
軍
・
家
宣
の
時
代
（
在
位
・
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
―
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
）

に
は
、
そ
の
間
狂
言
も
当
然
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
間
狂
言
台
本
に
は
稀
曲
の
ア
イ
の
詞
章
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
各
流
派
が
演
目
を
報

告
し
た
書
上
に
お
け
る
状
況
と
、
綱
吉
・
家
宣
時
代
の
上
演
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。
表
章
氏
「
能
の
変
貌
―
演
目
の
変
遷
を
通
し
て

）
10
（

―
」

を
参
考
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
書
上
に
お
け
る
状
況
、
綱
吉
・
家
宣
時
代
の
上
演
回
数
の
順
に
示
す
。
な
お
〈
経
政
〉
は
江
戸
初
期
に
も
上

演
記
録
が
あ
る
た
め
、
綱
吉
・
家
宣
時
代
の
上
演
記
録
回
数
は
省
い
た
。

 

・
松
平
文
庫
本
の
み

　
〈
俊
成
忠
度
〉
は
享
保
九
年
書
上
で
宝
生
流
の
み
見
え
る
。
三
十
一
回
。

　
〈
経
政
〉
は
寛
文
・
享
保
書
上
に
金
剛
流
以
外
あ
る
。
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〈
行
家
〉
は
書
上
に
見
え
な
い
。
十
回
。

 

・
惣
間
語
の
み

　
〈
関
原
与
一
〉
は
享
保
書
上
で
宝
生
流
の
み
。
十
五
回
。

　
〈
室
君
〉
は
囃
子
方
で
は
寛
文
・
享
保
書
上
に
あ
り
、
シ
テ
方
で
は
享
保
書
上
で
金
春
流
。
十
回
。

　
〈
護
法
〉
（
惣
間
語
で
は
〈
護
王
〉
と
表
記
）
寛
文
・
享
保
書
上
で
宝
生
流
の
み
。
十
二
回
。

 

・
松
平
文
庫
本
甲
本
で
目
録
の
み

　
〈
鳥
追
舟
〉
囃
子
方
で
寛
文
書
上
に
あ
っ
て
享
保
書
上
に
な
く
、
天
明
以
後
五
流
で
再
興
。 

十
六
回
。

　
〈
俊
寛
〉
は
享
保
書
上
で
観
世
・
宝
生
新
収
。 

十
七
回
。

 

・
松
平
文
庫
本
で
目
録
削
除

　
〈
六
代
〉
書
上
、
上
演
記
録
共
に
見
え
な
い
。

　

し
か
し
時
代
に
よ
り
上
演
状
況
は
変
わ
る
。
惣
間
語
は
稀
曲
を
省
く
傾
向
が
あ
る
と
、前
掲
長
田
氏
稿
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、〈
鳥
追
舟
〉

〈
俊
寛
〉
の
二
曲
は
惣
間
語
に
の
み
あ
る
。
ど
ち
ら
も
上
演
曲
に
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
演
の
機
会
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

〈
六
代
〉
は
書
上
に
も
な
く
、
上
演
記
録
も
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
は
特
定
の
傾
向
は
見
え
な
い
が
、
書

写
さ
れ
る
際
の
事
情
が
働
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
次
に
、
松
平
文
庫
本
の
書
写
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
四
　
松
平
文
庫
本
書
写
の
背
景

　

松
平
文
庫
本
に
は
そ
の
書
写
年
代
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
奥
書
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
書
写
さ
れ
た
文

政
七
年
（
一
八
二
四
）
は
藩
主
・
松
平
忠
侯
の
治
世
に
当
た
る
。
ま
た
奥
書
に
名
の
見
え
る
「
喜
多
尾
久
右
衛
門
」
と
い
う
人
物
で
あ
る
が
、
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松
平
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
明
細
帳
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
島
原
藩
の
藩
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

喜
多
尾
久
右
衛
門

文
化
十
四
年
巳
二
月
五
日
並
右
筆
詰
文
政
二
卯
正
月
十
一
日
御
足
米
弐
石
、
同
年
閏
四
月
廿
日
御
足
米
四
石
、
同
五
年
六
月
廿
九
日

扶
持
拾
五
人
大
納
戸
詰
、
同
八
酉
二
月
四
日
病
死
。

文
政
八
年
に
病
死
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
間
狂
言
台
本
は
亡
く
な
る
前
年
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
喜
多
尾
が
狂
言
に
関
し
て

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
他
の
藩
士
達
が
喜
多
尾
か
ら
借
り
た
台
本
を
手
分
け
し
て
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

島
原
藩
の
狂
言
に
つ
い
て
は
、
貞
享
四
年
刊
の
『
能
之
訓
蒙
図
彙

）
11
（

』
に
、

松
平
主
殿
殿　

新
町
道
中
立
売
下
ル　

弥
太
郎
弟
子　

鞍
貫
勘
四
郎

と
あ
る
。
松
平
主
殿
殿
は
松
平
忠
房
の
こ
と
で
あ
り
、
鞍
貫
本
の
鞍
貫
勘
四
郎
は
忠
房
に
抱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
忠
房

の
藩
主
時
代
に
豊
州
か
ら
狂
言
師
が
来
て
い
る
記
録
も
あ
る
が
、
こ
の
台
本
が
写
さ
れ
た
時
代
も
含
め
、
そ
の
後
の
時
代
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
り
、
特
定
の
狂
言
役
者
を
抱
え
た
記
録
は
見
つ
か
ら
な
い
。

　

次
に
、
書
写
さ
れ
た
当
時
の
藩
主
・
松
平
忠
侯
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
松
平
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
乱
伝
書
等
』
（
天
保
三
年
写
）

と
題
さ
れ
た
伝
書
は
囃
子
や
習
を
書
き
集
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
書
に
は
、
忠
侯
の
名
が
見
え
る
。
〈
道
成
寺
〉
の
項
に
「
大
友
勘

之
丞
手
留
借
写
」
と
あ
る
が
、
藩
日
記
よ
り
、
忠
侯
は
こ
の
大
友
勘
之
丞
、
も
う
一
人
、
大
原
正
五
郎
と
い
う
金
剛
座
の
謡
役
者
か
ら
稽

古
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時
代
に
藩
に
お
け
る
演
能
の
様
子
は
藩
日
記
に
も
記
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
藩
主
自
身
が
能

に
対
し
て
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
能
に
熱
心
で
あ
り
、
宝
生
太
夫
か
ら
伝
授
を
受
け
て
い
る
初
代
・

忠
房
の
時
代
に
は
、
藩
日
記
に
も
演
能
の
記
録
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
藩
士
達
も
能
を
舞
っ
て
い
る
。
記
録
こ
そ
残
ら
な
い
が
、
忠

侯
の
時
代
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
複
数
の
筆
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
文
字
が
乱
雑
で
あ
り
誤
字
も
多
い
こ
と
か
ら
、
短
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時
間
に
写
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

惣
間
語
は
、稀
曲
を
省
く
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
本
文
の
訂
正
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、上
演
に
即
し
て
実
演
に
用
い
る
た
め
の
台
本
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
拙
稿
に
お
い
て
推
測
し
た
。
松
平
文
庫
本
甲
本
も
ま
た
、
台
本
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
書
写
さ
れ
た
実
用
を
目

的
と
し
た
台
本
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
必
要
の
な
い
曲
は
写
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
書
写
し
た
の
は
島
原
藩
士
達

と
考
え
ら
れ
、
狂
言
役
者
に
よ
る
台
本
の
よ
う
な
完
備
さ
れ
た
形
式
で
は
な
く
、
後
半
を
省
略
す
る
な
ど
、
お
そ
ら
く
必
要
に
応
じ
た
変

則
的
な
書
写
形
式
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

落
合
博
志
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
大
蔵
流
能
間

）
12
（

』
は
、
宇
佐
宮
の
賀
徳
氏
が
大
蔵
又
左
衛
門
の
宿
所
で
、
又

左
衛
門
の
正
本
を
写
し
た
と
の
奥
書
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
素
人
に
よ
る
書
写
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
は

意
義
深
い
。
松
平
文
庫
本
甲
本
も
ま
た
、
元
は
狂
言
役
者
の
所
有
し
て
い
た
台
本
が
伝
え
ら
れ
て
、
喜
多
尾
久
右
衛
門
が
所
持
し
て
い
た

も
の
を
写
し
た
か
、
喜
多
尾
を
通
じ
て
書
写
が
実
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
お
わ
り
に

　

松
平
文
庫
本
甲
本
は
間
狂
言
台
本
と
し
て
の
不
完
全
さ
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
語
り
な
ど
詞
章
の
省
略
が
な
さ
れ
、
誤
写
も
多
い
。

目
録
で
「
三
井
寺
」
の
注
記
に
あ
る
よ
う
に
、
本
来
一
冊
で
は
な
く
対
に
な
る
別
の
冊
が
存
在
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
省

略
さ
れ
た
部
分
が
記
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
能
の
中
で
ア
イ
を
演
じ
る
た
め
の
台
本
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
不
備
が

多
い
。
稽
古
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
台
本
は
他
に
例
が
な
い
の
で
、
今
後
さ
ら
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

松
平
文
庫
本
甲
本
と
惣
間
語
の
一
部
は
、
共
通
祖
本
を
持
つ
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
。
両
書
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
書
写
を
経
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て
伝
え
ら
れ
て
い
く
う
ち
に
、
ア
イ
の
詞
章
が
変
容
し
て
い
く
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
ア
イ
の
流
動
の
過
程
を
考
え
る
上

で
も
貴
重
で
あ
る
。
特
に
松
平
文
庫
本
甲
本
の
意
義
と
し
て
は
、
惣
間
語
の
成
立
に
関
わ
っ
た
台
本
の
形
を
再
現
で
き
る
こ
と
、
本
文
の

価
値
は
あ
ま
り
高
い
と
は
言
え
な
い
が
、
少
な
か
ら
ず
惣
間
語
の
誤
り
を
補
え
る
点
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
虎
明
本
、
西
村
本
、
松
井
本
な
ど
、
狂
言
役
者
に
よ
り
記
さ
れ
た
台
本
と
は
異
な
り
、
素
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
台
本
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
台
本
が
ど
の
よ
う
に
伝
播
し
、
稽
古
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
他
の
江
戸
中
後

期
書
写
の
大
蔵
流
間
狂
言
台
本
と
も
比
較
し
て
更
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

注（
1
） 

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編　

能
楽
資
料
集
成
16
（
一
九
八
八
年
・
わ
ん
や
書
店
）
。

（
2
） 

一
九
四
一
年
・
わ
ん
や
書
店
。

（
3
） 『
謡
曲
・
狂
言
』
（
一
九
七
七
年
・
角
川
書
店
）
。

（
4
） 『
文
学
』
29
・
30
（
一
九
六
一
年
十
一
月
・
一
九
六
二
年
一
月
）
。

（
5
） 

拙
稿
「
京
都
大
学
文
学
部
蔵
『
大
蔵
流
惣
間
語
』
の
性
格
―
「
那
須
」
の
本
文
訂
正
を
中
心
と
し
て
」
『
国
語
国
文
』
七
〇
―
十
二
（
二
〇
〇
一
年

十
二
月
）
。

（
6
） 

飯
塚
恵
理
人
氏
「
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵　

西
村
本
『
間
之
本
』（
A
冊
）
」『
椙
山
国
文
学
』
18
（
一
九
九
四
年
三
月
）
、「
同
（
B
冊　

そ
の
一
）
」『
椙

山
国
文
学
』
19
（
一
九
九
五
年
七
月
）
、
「
同
（
B
冊　

そ
の
二
）
」
20
（
一
九
九
六
年
三
月
）
、
「
同
（
B
冊　

そ
の
三
）
」
21
（
一
九
九
七
年
三
月
）
。

文
中
、
西
村
本
の
本
文
は
翻
刻
の
引
用
に
よ
る
。

（
7
） 

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編　

能
楽
資
料
集
成
15
・
16　

田
口
和
夫
氏
校
訂
（
一
九
八
六
年
・
一
九
八
八
年
、
わ
ん
や
書
店
）
。
文
中
、
松
井
本
の
本
文

は
こ
の
二
冊
の
翻
刻
を
引
用
し
た
。
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（
8
） 

長
田
あ
か
ね
氏
「
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
蔵
『
大
蔵
流
間
之
本
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
蔵
『
大
蔵
流
惣
間
語
』
と
の
関
係

な
ど
―
」
『
藝
能
史
研
究
』

152
（
二
〇
〇
一
年
一
月
）
。

（
9
） 『
古
本
能
狂
言
集
』
一
～
五
（
一
九
四
三
、四
四
年
・
岩
波
書
店
）
。

（
10
） 『
中
世
文
学
』
35
（
一
九
九
〇
年
六
月
）
。

（
11
） 

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編　

能
楽
資
料
集
成
10　

表
章
校
訂
（
一
九
八
〇
年
・
わ
ん
や
書
店
）
。

（
12
） 

落
合
博
志
氏
「
翻
刻　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
貞
享
二
年
写
『
大
蔵
流
能
間
』
」
『
調
査
研
究
報
告
』
32
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
。

　

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
、
掲
載
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
、
肥
前
島
原
松
平
文
庫
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
お
け
る
若
手
研
究
会
で
行
っ
た
口
頭
発
表
「
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
間
狂
言
台
本
に
つ
い
て
」
（
二
〇
一
三
年
五

月
十
六
日
）
を
元
に
し
て
い
る
。
落
合
博
志
氏
、
宮
本
圭
造
氏
を
は
じ
め
、
席
上
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

松
平
文
庫
本
甲
本
、
惣
間
語
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
後
期
開
講
科
目
「
国
文
学
特
殊
講
義
３
Ｂ
」
の
受
講
者
で
あ
る
、
上
保
芙
記
子
、

新
庄
美
佐
子
、
長
坂
晴
子
、
宮
﨑
那
津
子
、
丸
井
し
ず
か
の
協
力
を
得
た
。

（
本
学
准
教
授
）
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曲籍 惣間語の番号（曲名） 惣間語のみ所収曲 本文異同 乙本

1 楊貴妃 三 百四十三 有 ○

2 松風 三 百四十四 有（省略）

3 善知鳥 四 百四十五 有（省略） ○

4 富士太鼓 四 百四十六 無 ○

5 葵上 四 百四十七 無 ○

6 百万 四 百四十八 無 ○

7 天鼓 四 百四十九 有（省略）

8 藤戸 四 百五十 有 ○

9 芦刈 四 百五十一 無
10 俊成忠度 二 なし 百五十二　水無瀬 ―

11 行家 二 なし 百五十三　護王 ―

12 弱法師 四 百五十四 無
13 小原御幸 三 百五十五 無 ○

14 恋重荷 四 百五十六 無
15 経政 二 なし ―

16 東岸居士 四 百五十七 無 ○

17 自然居士 四 百五十七 有 ○

18 花月 四 百五十八 無
19 放下僧 四 百五十九 有
20 春栄 四 百六十 有 ○

21 盛久 四 九十八 ―

22 巻絹 四 百六十一 無
23 住吉詣 三 百四 ― ○

24 二人静 三 百三 ―

（鳥追舟） 四 百六十二（鳥追） ―

25 籠太鼓 四 百六十三 有

表 2　松平文庫本甲本　所収曲一覧

表 1　『大蔵流惣間語』前半部、『大蔵流間之本』対応表

惣間語 龍大本
一　　　　高砂　　　～二十三　　養老薬水 第一巻
二十四　　紅葉狩　　～二十九　　第六天 該当なし

三十　　　東北　　　～五十八　　葛城 第四巻
五十九　　春日龍神　～八十三　　昭君 該当なし

八十四　　籠祇王　　～百十七　　咸陽宮 第八巻
百十八　　小塩　　　～百四十二　豊干 第六巻
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曲籍 惣間語の番号（曲名） 惣間語のみ所収曲 本文異同 乙本

26 七騎落 四 百六十四 有 ○

（俊寛） 四 九十五 ―

27 船弁慶 五 百六十五 有 ○

28 草子洗 三 八十八 ―

29 木賊 四 百六十六 無 ○

30 山姥 五 百六十七 有
31 吉野静 三 百六十八 有 ○

百六十九　関原与一 ―

百七十　室君 ―

32 雲雀山 四 九十四 ― ○

33 金輪 四・五 百七十一 無
34 蝉丸 四 百七十二 有
35 唐船 四 百七十三 有（省略） ○

36 摂待 四 九十一 ―

37 烏帽子折 四 九十三 ― ○

38 邯鄲 四 百七十四 有 ○

39 班女 四 百七十五 有 ○

40 小督 四 百七十六 無 ○

41 小袖曽我 四 百七十七 有 ○

42 竹雪 四 百七十八 有
43 正尊 四 九十七 ―

44 西行桜 三 百七十九 有 ○

45 舎利 五 百九・百十 ― ○

46 黒塚 四・五 百八十（安達原） 有
47 藤栄 四 百八十一 有 ○

48 三井寺 四 百八十二 有（省略） ○

49 殺生石 五 百三十八 ―

50 安宅 四 百八十三 無 ○

51 鞍馬天狗 五 八十二 ―

52 元服曽我 四 百八十四 有
53 禅師曽我 四 百八十五 有 ○

54 調伏曽我 四・五 百一 ― ○

55 大江山 五 百 ―

56 輪蔵 四 二十七 ―
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表紙

1丁表
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て
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1丁裏

2丁裏
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3丁表

66丁裏


